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　遠い昔、「学校での楽しみな時間」ベスト３は①休み時間②給食③
体育だったな…。近頃の学校給食の献立を見ると、家ではなかなか作
ってやれない料理もあり、親としてとってもありがたい。学校給食に
携わってくださっている皆さん、ありがとうございます！（和）

　５月に異動して、初仕事で表紙を担当。オイ、オイ、オイ…ホント
かよ！特集に合わせて早速、息子の母校に撮影依頼。快くご協力いた
だいた小学校と保護者の皆さん、そしてかわいい元気な後輩たち、あ
りがとうございました。オールドルーキーがんばります。（修）

　「津山少年柔道教室」は熱気ムンムン。汗を滴らせながら、真剣な
まなざしで取り組む子どもたちの姿はすてきでした。一生懸命に、そ
して継続して取り組むと、夢がかなう可能性は広がるでしょうね。子
どもが大きくなったら、柔道させてみようかな。（＆）

表紙について

282010.6

　入学して１カ月、給食風景の
撮影に行きました。
　あどけない笑顔に元気がいっ
ぱい。今日の献立は、わかめう
どん。給食に携わっているすべ
ての人に感謝して「いただ
きます」をパチリ。

給食風景
５月７日、広戸小学校１年生

大
正
11
～
15
年
頃
の

　
　
　
　
　
　

宮
川
東
岸

写
真
提
供
・
塩
山　

剛
さ
ん
（
西
今
町
）

　

津
山
城
下
を
流
れ
る
宮
川
の
東
岸
か
ら
千
代
稲
荷
神
社
前

に
架
か
る
橋
を
見
た
と
こ
ろ
。
拡
大
す
る
と
、
橋
の
東
詰
め

の
家
に
「
ラ
イ
オ
ン
は
み
が
き
」
の
看
板
が
掛
か
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
小
林
富
次
郎
商
店
（
現
在
の
ラ
イ
オ
ン

株
式
会
社
）
が
ラ
イ
オ
ン
練
歯
磨
を
大
量
生
産
し
、
売
り
出

し
た
の
は
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
の
こ
と
。
ま
た
、
稲
荷

橋
は
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
朱
塗
り
の
橋
に
架
け
替

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
写
真
は
大
正
11
年
か
ら
15
年

の
間
に
撮
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
「
津

山
町
」
の
時
代
で
、
中
国
鉄
道
津
山
～
津
山
口
間
が
開
通
し
、

津
山
駅
が
開
業
し
た
頃
（
大
正
12
年
）
で
す
。

　

川
沿
い
の
土
手
道
に
は
、
俵
を
く
く
り
つ
け
た
大
八
車
を

引
く
男
性
が
い
ま
す
。
土
手
道
は
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、

対
岸
に
は
川
沿
い
に
当
時
の
里
道
ら
し
き
も
の
も
見
え
ま
す
。

　

橋
の
上
に
は
４
人
の
少
年
た
ち
。
彼
ら
は
何
を
見
つ
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
『
苫
田
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代

こ
の
付
近
は
禁
漁
区
と
な
っ
て
い
た
た
め
た
く
さ
ん
の
魚
が

い
ま
し
た
が
、
維
新
後
の
乱
獲
と
上
流
に
あ
っ
た
工
場
の
悪

水
の
た
め
、
昭
和
２
年
頃
に
は
魚
影
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
も
し
か
す
る
と
、
珍
し
く
魚
を
見

つ
け
、
は
し
ゃ
い
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

このコーナーは歴史的
文化資産のデジタルア
ーカイブ（古写真のデジ
タル化）事業の成果の中
から紹介しています
問い合わせ先
　津山郷土博物館
　薊22−4567

現在の宮川東岸
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笳 特集
 いただきます ごちそうさま 
 学校給食

笞 市政だより
 ● 大雨・集中豪雨の季節です
  風水害に備えよう！
 ● 健（検）診が始まりました
 ● くすのき賞
 ● 下水道工事個所
 ● 津山への提言
 ● 地域チャレンジ！公募提案型協働事業

笄 ふぉと ほっと るぽ
 ● 道の駅「久米の里」仙人まつり
　    　　　ほか

笋 みんなのページ・ちゃい
 ● お･た･よ･り
 ● つやまっ子に贈る100冊の本
 ● きらめく津山人
 ● イラスト・絵手紙
 ● 広報クイズ

筵 としょかん
筥 こどもひろば
 ● 津山少年柔道教室
 ● じどうかん

筴 けんこう・そうだん

筧 けいじばん
箘 くらし
箍 Albumあの頃の津山

　

幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
箕み

つ
く
り作
阮
甫
は
、
苦
学
し
な
が
ら
20
歳
で
藩
医
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
阮
甫
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
で
の
蘭
学
と

の
出
会
い
で
し
た
。

　

22
歳
で
結
婚
し
た
阮
甫
は
、
そ
の
翌
年
の
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
に
藩
主

の
お
側そ

ば

に
仕
え
る
侍
医
に
抜ば

っ
て
き擢

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
年
に
参
勤
交
代

の
お
供
で
初
め
て
江
戸
へ
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
江
戸
で
は
、
津
山
藩
医
の
宇
田
川
玄げ

ん
し
ん真
が
蘭
学
界
の
重
鎮
と
し
て
活
躍

し
て
お
り
、
そ
の
高
名
は
津
山
に
ま
で
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
耳
に

し
た
阮
甫
は
「
自
分
も
こ
の
新
し
い
学
問
を
学
び
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
江
戸
に
着
く
と
早
速
玄
真
に
入
門
し
、
蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
の

で
し
た
。

　

宇
田
川
家
に
は
玄
真
の
養
子
・
榕よ

う
あ
ん菴
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
塾
生
が
修
業
し

て
い
ま
し
た
。
阮
甫
よ
り
１
歳
年
上
の
榕
菴
は
、
前
年
に
植
物
学
書
『
菩ボ

多タ

尼ニ

訶カ

経き
ょ
う』
を
出
版
す
る
な
ど
、
す
で
に
学
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
阮
甫
の

向
学
心
は
か
き
立
て
ら
れ
、
藩
に
願
い
出
て
江
戸
詰
の
期
間
を
３
年
間
延
長
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
翌
年
、
阮
甫
は
藩
主
の
お
供
で
い
っ
た
ん
津
山
に
帰
り
ま

す
が
、
改
め
て
妻
の
実
家
に
妻
子
を
託
す
と
、
す
ぐ
に
江
戸
へ
戻
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

江
戸
で
の
４
年
間
は
、
玄
真
か
ら
蘭
学
を
学
ぶ
傍
ら
、
長
崎
か
ら
江
戸
に
来

た
通
詞
（
通
訳
）
の
下
で
も
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
短
い
期
間
で
し

た
が
熱
心
に
勉
強
に
打
ち
込
み
、
そ
の
上
達
ぶ
り
は
周
囲
も
賞
賛
す
る
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

夢
の
よ
う
な
４
年
間
が
終
わ
る
と
、
再
び
津
山
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
魚
町
に
新
居
を
構
え
、
家
族
と
暮
ら
し
始
め
ま
す
が
、
師
匠
や
友
人
と

離
れ
、
蘭
書
も
少
な
い
津
山
で
の
生
活
は
、
阮
甫
に
と
っ
て
耐
え
難
い
ほ
ど
寂

し
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
時
の
心
境
を
「
心
が
灰
に
な
る
よ
う
だ
」

と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

再
び
江
戸
へ
戻
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
４
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
つ
い
に
10
年

間
の
江
戸
詰
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
天
保
２
年
（
１
８
３
１
）
の
春
、
32
歳
の
阮

甫
は
妻
と
２
人
の
娘
を
連
れ
、
希
望
に
燃
え
て
津
山
を
出
発
し
ま
し
た
。
蘭
学

者
・
阮
甫
の
活
躍
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

〜 阮
げ ん

甫
ぼ

、蘭学への志 〜〜 阮
げ ん

甫
ぼ

、蘭学への志 〜

▶
箕
作
阮
甫
（
津
山
洋
学
資
料
館
所
蔵
）

ろくまるくんろくまるくん いちごちゃんいちごちゃん

こんな思いが込められています
　　　　　　
こんな思いが込められています

特 集

いただ
きます ごちそうさまいただ
きます ごちそうさまいただ
きます ごちそうさま
学校給食学校給食学校給食

 命や自然の恵み、
作ってくれた人に感謝しようね！

しっかり食べて
大きくな〜れ

食べるって

 たのしいよ！

みんなで食べるとおいしいよ
安全だから

安心して食べてね

栄養満点！

残さず食べてね

� 2010.6 �2010.6



　
「
食
」
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生

き
る
た
め
、
成
長
す
る
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
い
ろ
い
ろ
な
食

べ
物
が
季
節
を
問
わ
ず
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、

豊
か
な
食
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
食
生
活
に
起
因
す
る
生

活
習
慣
病
の
増
加
や
朝
食
の
欠
食
、
家
族
が

一
緒
に
食
卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
（
孤
食
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
・
会

食
・
後
片
付
け
を
通
し
て
協
力
し
合
う
こ
と
、

望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
文
化
を
伝
え
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
を
考

え
て
食
事
を
選
ぶ
能
力
」
を
身
に
つ
け
る
な

ど
、
大
切
な
学
び
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
に
は
、
食
材
を
作
る
人
、

献
立
を
考
え
る
人
、
調
理
す
る
人
、
食
べ
る

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
人
な
ど
、
多
く
の
人

が
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
食
べ
て

も
ら
お
う
と
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
言
葉
に
は
、
人

間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ほ
か
の
命
（
動
物

や
植
物
）
を
食
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
大
切

な
命
を
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
感
謝
の
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
の
「
ち
そ

う
（
馳
走
）」
は
、
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
走
り
回
っ
て
食
べ
物
を
探
す

様
子
で
す
。
そ
の
気
持
ち
に
感
謝
し
て
「
御
」

を
付
け
、「
様
」
を
付
け
、
心
を
込
め
て
「
御

馳
走
様
で
し
た
」
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
食
」
に
つ
い
て
感
謝
の
気
持
ち
を
育
み

「
豊
か
な
心
を
つ
く
る
教
育
」
の
一
翼
を
担

う
学
校
給
食
は
、
大
き
な
教
育
的
意
義
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
12
校
の
単
独
調
理
場
と
戸
島
学

校
食
育
セ
ン
タ
ー
、
加
茂
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
、
勝
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
久
米
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
米
は
す
べ
て
津

山
産
、
牛
乳
は
岡
山
県
産
、
野
菜
は
津
山
産

を
中
心
に
地
場
産
物
の
活
用
に
努
め
な
が
ら
、

約
９
４
０
０
人
の
小
中
学
生
に
完
全
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
の

心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
ま
た
、
学
校

に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
う
え
で
の
生
き

た
教
材
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
食
」
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
望
ま
し

　
　

い
食
習
慣
を
養
う
重
要
な
役
割
を
果
た

　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。

みんなで協力して配膳します

12：25

おいしい給食ありがとう

12：40

最後まできちんと片付け

13：10

下処理に取り掛ります

7：30

調理も大詰め

10：00

各学校へ搬入します

10：40～

給
食
の
流
れ

戸
島
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
の
場
合

一
宮
小
学
校
に
て

いしとび　 たけし

加茂学校給食センター
栄養士　次田　実穂さん（川崎）

　栄養士の仕事は、献立を考えることと
衛生責任者として調理の現場を見守るこ
と。子どもたちにおいしい給食を提供で
きるよう、安全面には細心の注意を払っ
ています。
　学校給食は、行事食や郷土食などバラ
エティーに富んだ献立を取り入れたり、

食物アレルギーへの対応（除去食）なども行っています。
　毎月の献立は、元気な子どもたちの顔を思い浮かべながら、栄養
面はもちろんのこと、苦手なものでもおいしく食べてもらえるよ
うに工夫しています。嫌いなものでも「給食だと食べれた
よ！」と子どもに言ってもらえるとうれしいですね。食べ
ることは生活の基本です。子どもたちが大きくなった時、
きちんとした食生活が送れるよう、給食を通して
「食」の大切さを伝えていきたいです。

つぎ　た

JAつやま学校給食部会
 部会長　大山　正志さん（大田）

　子どもたちに安全で安心、そして新鮮なおいしい野菜
を食べてもらいたいと、化学肥料や農薬の使用を控えた有機

栽培で野菜を育てています。部会員は「子どもたちや孫たちの
ために」という思いを持って野菜作りに取り組んでいます。その
思いを大切に、多くの部会員に出荷してもらいたいと思っています。
学校給食には、お父さんやお母さん、おじいちゃん、おばあちゃんが

作った、心のこもった愛情たっぷりの地
場産野菜をたくさん利用してほしいです
ね。また、ワラビやゼンマイなど、作ら
れたものではない自然の食材も学校給食
に活用し、そのおいしさを子どもたちに
伝えていけたらいいですね。
　子どもたちはもちろん先生や保護者に
も、畑や田んぼを見学してもらったり、
栽培体験をしてもらったりして「食」へ
の理解を深めてほしいです。

学校給食費について
　学校給食費は、食材料費
と燃料費（ガス代）を保護
者が負担し、光熱水費（電
気・水道代）は保護者の負
担を軽減するため市が負担
しています。
　学校給食の適正な運営の
ため、学校給食費の納付に
ついて、ご理解とご協力を
お願いします。
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平
成
22
～
27
年
度
を
実
施
期
間
と
す
る

津
山
市
学
校
給
食
食
育
将
来
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
給
食
を
通
し
て
、
食
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
望
ま
し
い
食
習

慣
を
養
い
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
築
き
、
心
豊

か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

  

【
概　

要
】

　

理
念

『
笑
顔
あ
ふ
れ
る
お
い
し
い
給
食
・

食
べ
る
力
を
は
ぐ
く
む
食
教
育
』

　

基
本
施
策
と
施
策
の
展
開

１
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
学
校
給
食
の
提
供

　

①
魅
力
あ
る
献
立
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対

応

　

②
安
全
性
の
確
保
と
地
場
産
物
の
使
用
拡
大

　

③
衛
生
管
理
の
徹
底

２
食
べ
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
食
育
の
推
進

　

①
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
と
楽
し
く
食
べ

る
環
境
づ
く
り

　

②
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実

　

③
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
食
育

３
健
全
で
効
率
的
な
給
食
運
営
の
推
進

　

①
給
食
施
設
の
適
切
な
配
置

　

②
給
食
業
務
の
効
率
化

　

③
適
正
な
学
校
給
食
運
営
の
推
進

　

主
な
目
標
数
値

●
家
族
と
楽
し
く
食
事
を
す
る
子　

98
％

●
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
子　

95
％
（
現
状
＝

小
学
生
89
・
８
％
、
中
学
生
82
・
３
％
）

●
毎
食
野
菜
を
食
べ
て
い
る
子　

95
％
（
現
状
＝

小
学
生
35
・
０
％
、
中
学
生
31
・
４
％
）

●
給
食
を
い
つ
も
残
し
て
い
る
子　

２
％

●
食
事
作
り
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
子　

80
％

●
学
校
給
食
に
地
場
産
物
を
年
間
を
通
じ
て
使
用

す
る
割
合　

40
％
（
現
状
＝
34
・
３
％
）

●
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
が
授
業
を
行
っ
て

い
る
学
校　

１
０
０
％
（
現
状
＝
小
学
校
57
・

１
％
、
中
学
校
12
・
５
％
）

●
60
・
15
（
60
分
早
く
寝
て
15
分
早
く
起
き
る
）

を
達
成
す
る
子　

90
％

※
計
画
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給
食
課
薊
32
‐
２
１
１
７

　　　いただきます ごちそうさま　学校給食　　　いただきます ごちそうさま　学校給食特 集



大雨・集中豪雨の季節です
風水害に備えよう!

■家の周りの保全
◎屋根や雨戸を補強し、アンテナはしっかり固定
する

◎雨どいの掃除、補強を行う
◎鉢植えや物干しざおなど、風で飛ばされそうな
ものは屋内へ移動させるか固定する。プロパン
ガスのボンベもしっかり固定する

◎ブロック塀や外壁のひび割れ・亀裂は補強する
◎側溝や排水溝は掃除し、水の流れをスムーズに
する

■停電に備える
懐中電灯や携帯ラジオ、予備の電池を準備する
■断水に備える
飲料水を確保（１人１日当たり３リットルが目
安）する。また、浴槽に水を張るなどして、トイ
レなどの生活用水の確保も行う
■避難場所・経路の確認
家の近くの避難場所はどこか、避難場所
までの安全なルートを確認する
■近所の危険個所のチェック
地域の危険な場所を記載した「防災
ハザードマップ」などを参考に、家
の周りにどんな危険があるのか普段
からよく観察する

■むやみに外出しない
◎台風が接近しているときや豪雨の危険性があると
きは、むやみに外出しない

◎台風が接近しているときに屋根や雨どいを修理す
るのは非常に危険。絶対にやめましょう

■気象情報に注意する
テレビやラジオで発表される気象庁からの警報・注
意報やインターネットで発表される県や市からの情
報に注意する
■窓ガラスを補強する
窓を外から板でふさいだり、窓ガラスに×型にガム
テープをはるなどして補強する。また、ガラスが飛
び散らないようにカーテンを引く
■家財道具を移動させる
浸水が心配される場合は、家財道具や貴重品、生活
用品、食料などを高い場所へ移動させる

　パソコンや携帯電話からインターネットで
最新の情報を入手することができます。

  岡山県総合防災情報システム
県内の災害発生状況や避難情報など
　　　http://www.bousai.pref.okayama.
　　　　　　 jp/bousai/
  防災情報メール配信サービス
警報などの気象情報や災害情報がメールで配
信されます（受信するには事前に登録が必要。
通信費などは利用者の負担）
●つやま災害情報メール
市内の被害状況や雨量状況、避難勧告など
　　　http://www.tsuyama
　　　　　　 -mail.jp/
　　　http://keitai.tsuyama
　　　　　　 -mail.jp/
●岡山県防災情報メール
河川水位やダム放流、情報など
　　　http://www.bousai.
　　　　　pref.okayama.jp/
　　　　　bousai/mail.jsp

  気象警報・注意報
すべての気象警報・注意報を市町村ごとに発
表します
●気象庁ホームページ
　　　http://www.jma.go.jp/
●国土交通省防災情報提供センター携帯電話
サイト
　　　http://www.mlit.go.jp/
　　　　　　 saigai/bosaijo
　　　　　　 ho/i-index.html

　土砂災害発生時には次のような前ぶれがあるといわ
れています。異変を感じたら早めの自主避難を心掛け
ましょう。

　がけ崩れや家屋の浸水などの災害が発生し
たり、災害が起こりそうな場所を発見したら
ご連絡ください。
■災害警戒（対策）本部　薊23-2130
大雨・洪水・暴風などの「警報」が
発令されると、市役所本庁・各支所
に災害警戒本部が設置されます。
■本 庁 危 機 管 理 課　薊32-2042
■加茂支所市民生活課　薊32-7032
■阿波支所市民生活課　薊32-7042
■勝北支所市民生活課　薊32-7021
■久米支所市民生活課　薊32-7011
■消　　　防　　　署　薊31-1119

　消防団員は市民の生命・財産を守るため、火災など
災害時の緊急出動や各種訓練などを行っています。団
員の確保や円滑な訓練・活動に
対する市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
　また近年、事業所に勤務する
団員の割合が高くなっており、
地域の消防防災力の維持・向上
のためには、各事業所の協力が
必要不可欠です。消防団活動に
対する各事業所のご理解とご協
力をお願いします。

問い合わせ先
　危機管理課（市役所３階）薊32-2042

平常時の準備は 災害が発生しそうなときには 

二次元コード 

二次元コード 

二次元コード 

風水害対策の基本は情報収集から危険を感じたら、早めに自主避難危険を感じたら、早めに自主避難
市内の土砂災害危険個所は約600カ所

◎がけから流れる水が濁る 
◎斜面にひび割れ、変形が 
　ある 
◎小石がパラパラと 
　落ちてくる 

【がけ崩れの前ぶれ】

◎山鳴りがする 
◎雨が降り続いているのに、 
　川の水位が下がる 
◎川の水が濁ったり、 
　流木が混ざったり 
　している 

【土石流の前ぶれ】

◎地面にひび割れができる 
◎沢や井戸の水が濁る 
◎がけや斜面から水 
　が噴き出す 

【地滑りの前ぶれ】

　

自
主
防
災
・
防
犯
組
織
と
は
、
地
域
の
人
々

が
自
発
的
に
防
災
・
防
犯
活
動
を
行
う
組
織
で

す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

を
基
本
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
自
主

防
災
・
防
犯
組
織
を
設
立
し
ま
し
ょ
う
。 

◆
な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
の
？ 

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
交
通
網
の
寸
断

や
同
時
多
発
火
災
な
ど
の
た
め
、
消
防
や
警
察

な
ど
が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
の

が
「
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
」。
実
際
に
阪

神
淡
路
大
震
災
時
に
は
、
地
域
住
民
が
自
発
的

に
救
出
・
救
助
活
動
を
行
い
、
被
害
の
拡
大
を

防
ぎ
、
そ
の
後
の
復
興
に
も
大
き
な
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
空
き
巣
や
不
審
者
の
増
加
な
ど
、
犯

罪
が
増
加
し
て
お
り
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る

自
主
的
な
防
犯
活
動
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

◆
自
主
防
災
・
防
犯
組
織
の
活
動 

　

平
常
時
は
、
災
害
に
備
え
る
た
め
に
地
域
内

の
安
全
点
検
や
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
防
犯
活
動
と
し
て
は
通

学
路
な
ど
で
の
見
守
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

　

災
害
発
生
時
に
は
、
人
命
を
守
り
、
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
救
出
・
救
助
、
初
期
消
火
、

避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

◆
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
し
よ
う 

　

災
害
に
よ
る
犠
牲
者
の
多
く
が
高
齢
者
や
乳

幼
児
で
す
。
こ
う
し
た
災
害
に
弱
い
立
場
に
あ

る
人
（
災
害
時
要
援
護
者
）
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
支
え
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

自
主
防
災
・
防
犯
組
織
を
設
立
し
ま
し
よ
う

自
分
た
ち
の
地
域
は 

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
！ 

災害情報をご連絡ください 
消防団活動へのご理解・ご協力を

お願いします

　土砂災害警戒情報は、大雨によ
り土砂災害の危険度が高まったと
き、避難勧告などを発令する判断
や住民の自主避難の参考となるよ

う、県と気象台が共同で発表する防災情報です。
　土砂災害警戒情報が発令されていなくても、斜
面の状況には常に注意を払い、普段と異なる状況
に気が付いた場合には、直ちに周りの人と安全な
場所に避難してください。

土砂災害
警戒情報

　地域によって異なりますが、１時間に20ミリ以上、または降り始めから100ミリ以上の雨が続くと災
害の危険性が高くなります。事前に浸水対策や雷などによる停電時の対策も必要です。
　また、局地的な集中豪雨は予測できないことが多いので、大雨情報を聞いたら早めの準備が必要です。
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
過
剰
に
つ
い

た
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血
圧
、

高
血
糖
、
血
中
脂
質
異
常
と
い
っ
た
危

険
因
子
を
２
つ
以
上
持
つ
と
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
と
い
う
状
態
で
あ
る
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
状
態
を
放
置

す
る
と
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
た

り
、
血
液
中
の
糖
分
が
多
い
状
態
が
続

い
た
り
し
て
、
や
が
て
心
臓
病
や
脳
卒

中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
発

症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

怖
い
生
活
習
慣
病

　

脂
質
異
常
症
や
高
血
圧
症
は
、
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

な
ど
の
深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
の
病
気
は
、

症
状
が
重
く
な
っ
て
し
ま
う
と
突
然
死

の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
と
、

手
足
の
壊え

し死
や
失
明
、
腎
不
全
に
よ
る

人
工
透
析
な
ど
、
大
変
な
闘
病
生
活
が

強
い
ら
れ
ま
す
。

年
に
一
度
の
健
診
を

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
生
活
習
慣
病
の
危
険
度
を
判

定
す
る
特
定
健
診
は
、
40
～
74
歳
の
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
75
歳
以
上
の
人

（
74
歳
以
下
の
人
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
の
人
を
含
む
）
は
高
齢
者
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
（
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
を
除
く
）
の
人
に
は
、
生
活

機
能
（
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の

機
能
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
早
期
に
対
応

し
て
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
あ
る
生
活
機
能
評
価

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
。
実
施
期
間
を
昨
年
度
よ
り
延
長

し
、
６
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
（
医
療

機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
は
予
防
が
難
し
い

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
状
態
に
な
る
こ
と
は

予
防
で
き
ま
す
が
、
今
の
医
学
で
は
ま

だ
予
防
が
難
し
い
の
が
が
ん
で
す
。
治

療
方
法
は
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
が
ん

発
生
の
原
因
が
完
全
に
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
決
定
的
な
予
防
策
も
確

立
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
発
見
が
遅
れ
て
末
期
が
ん
に

な
る
と
、
余
命
を
延
ば
す
こ
と
や
激
し

い
痛
み
を
緩
和
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
、
完
治
を
目
指
す
こ
と
は
極
め
て

困
難
に
な
り
ま
す
。

検
診
は
最
善
の
が
ん
対
策

　

予
防
も
難
し
く
、
末
期
が
ん
で
は
完

治
も
難
し
い
と
な
る
と
、
今
の
わ
た
し

た
ち
に
で
き
る
が
ん
対
策
は
、
が
ん
検

診
に
よ
る
早
期
発
見
が
唯
一
の
も
の
で

す
。

　

市
で
は
、
一
定
の
年
齢
以
上
の
市
民

な
ら
誰
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検

診
を
毎
年
受
け
れ
ば
、
も
し
が
ん
が
発

見
さ
れ
て
も
早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
、
完
治
が
望
め
ま
す
。
発
生
初
期

の
が
ん
細
胞
は
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅

い
の
で
、
年
に
１
回
の
が
ん
検
診
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
覚
症
状
な
ど
が
あ
る
場
合

に
は
、
検
診
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
受
診
率
の
低
さ

　

市
の
平
成
21
年
度
各
種
が
ん
検
診
の

受
診
率
は
、
胃
が
ん
検
診
14
・
７
％
、

大
腸
が
ん
検
診
20
・
５
％
、
肺
が
ん
検

診
24
・
０
％
、
子
宮
が
ん
検
診
12
・
２

％
、
乳
が
ん
検
診
16
・
７
％
と
、
大
変

低
い
状
況
で
す
。

　

自
分
を
守
る
の
は
自
分
自
身
。
症
状

の
な
い
時
こ
そ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
は
見
守
っ
て
い
ま
す

　

市
の
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
で
、
が

ん
が
疑
わ
し
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
医
師
か
ら
「
要
精
密
検
査
」
な
ど

の
指
示
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ぐ
に
指
示
ど
お
り
の
精
密
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
「
忙

し
い
」「
検
査
結
果
が
怖
い
」
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
精
密
検
査
を
受

け
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
課
で
は
「
要
精
密
検
査
」

と
診
断
さ
れ
た
人
が
き
ち
ん
と
次
の
検

査
を
受
け
た
か
ど
う
か
を
、
保
健
師
が

確
認
し
て
い

ま
す
。

　

保
健
師
は
、

市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を

見
守
っ
て
い

ま
す
。

が
ん
検
診
等
の
種
類

　

が
ん
検
診
等
に
は
、
胃
・
大
腸
・
肺
・
子
宮
・
乳
・
前
立
腺
が
ん
検
診
と
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が
あ
り
ま
す
。

医師の指示どおり
精密検査を受けら
れましたか？

健(

検)

診
が
始
ま
り
ま
し
た

健(

検)

診
が
始
ま
り
ま
し
た

健(

検)

診
が
始
ま
り
ま
し
た
〜 

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン 

〜

〜 

健
診
は
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン 

〜

●健診の受診時に持参するもの
　　健診には必ず受診券を持参してください。受診券がないと健診を受けることができませ

ん。また、正確な診断を受けるために昨年度の健診結果も持参してください。ただし、
がん検診には受診券はありません

●国民健康保険以外の保険に加入している場合
　　特定健診の受診券は、それぞれが加入している健康保険（共済）から発行されます。詳

しくは加入している健康保険（共済）にお問い合わせください

●特定健診にはがん検診は含まれていません
　　がん検診の予約は、特定健診の予約とは別になります

※対象年齢は平成23年３月31日時点での満年齢
※受診券はありません。事前に医療機関へ予約して受診してください

健診、がん検診などの詳細は、広報つやま５月号の折り込みチラシをご覧ください

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069

メタボリックを放置すると…

高血糖・高血圧・脂質異常

心臓病・脳卒中・糖尿病など
10～20年後

自
覚
症
状
な
い
の
に
？

　

生
活
習
慣
病
の
一
因
と
な
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
の
状
態
は
「
太
っ
た
か
な
？
」

と
は
思
っ
て
も
自
分
で
は
な
か
な
か
気

付
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
体
の
内
部
は

過
酷
な
状
況
に
黙
っ
て
耐
え
て
い
ま
す
。

　

自
覚
す
る
た
め
に
も
、
健
診
を
受
け
、

自
分
の
体
の
健
康
状
態
を
客
観
的
に
把

握
し
ま
し
ょ
う
。

検　診　名

胃がん検診

大腸がん検診

結核・肺がん検診

子宮がん検診

乳がん検診
　　　視触診

　　　　　　　　視触診・マンモグラフィ
　　　　　　　　併用検診

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

対象者・内容
40歳以上の人
☆胃のレントゲン撮影
　※内視鏡（胃カメラ）による検診は、医師により

内視鏡での検診が必要と判断された人のみ実施
できます

40歳以上の人
☆便潜血反応（検便）

40歳以上の人

20歳以上の女性

30歳以上の女性

40～69歳の女性

50～69歳の男性

40歳以上の人で、今までに肝炎ウイルス検診を受
けたことのない人

ご注意ください



下水道工事個所下水道工事個所 問い合わせ先
　下水道課薊32－2100

春
名
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
名　

昌
哉
さ
ん（
埼
玉
県
）

　

今
回
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業
の
発

展
に
寄
与
し
た
経
験
を
基
に
、
企
業
の

経
営
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
相
談
や
助

言
を
行
っ
て
い
る
春
名
さ
ん
か
ら
提
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎はるな　まさや　英田郡大原町（現美作市）出身。林野高校、同志社大学法学部卒業。平成元年、
三洋電機譁退社後、譁テクノソニックを設立。共信テクノソニック譁代表取締役会長を経て、平成
15年に春名経営コンサルタント事務所を設立。著書は『「創社」変化を厭う企業に将来はない』

地
方
都
市
ほ
ど
可
能
性
が
あ
る

　

わ
た
し
は
地
方
ほ
ど
文
化
の
香
り

は
高
い
と
思
っ
て
い
る
。
津
山
に
は

大
都
市
に
無
い
も
の
が
数
多
く
あ
る
。

肥
沃
な
大
地
、
美
し
い
川
の
流
れ
、

豊
か
な
山
林
、
季
節
を
知
ら
せ
る

花
々
、
人
情
厚
い
人
々…

。

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
に
英
知
を
集
中
し
、
ほ
か
と

の
差
別
化
を
す
べ
き
で
あ
る
。
農
業
、

林
業
な
ど
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

し
い
発
想
で
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
は
ソ
フ
ト
面
で
あ
り
、
文
化
面
で

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
津
山
市
の
主
人
公
は
市
民
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
う
一
度
自

覚
し
て
ほ
し
い
。
津
山
市
の
活
性
化

は
市
民
の
責
任
で
あ
り
義
務
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
も
ま
ち
に
住
む
人
々
が

中
心
と
な
っ
て
考
え
、
協
議
し
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
実
施
し
、
人
々
の
絆

を
再
構
築
し
て
ほ
し
い
。
市
政
は
こ

れ
を
支
援
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
規

制
し
「
職
住
一
致
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
子
ど
も
た
ち
の
教
育

の
問
題
。
日
本
の
小
中
学
生
の
学
習

や
体
育
の
成
績
上
位
は
福
井
県
や
秋

田
県
な
ど
。
津
山
市
の
子
ど
も
た
ち

が
日
本
一
に
な
れ
な
い
は
ず
は
な
い
。

親
、
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
退

職
教
員
の
活
用
や
市
政
の
支
援
な
ど
、

こ
れ
か
ら
10
年
か
け
て
日
本
一
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
、
将
来
の
津

山
市
の
発
展
の
一
番
の
道
で
あ
る
。

　

津
山
市
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
故
郷

を
遠
く
離
れ
た
者
ほ
ど
強
く
感
じ
る

も
の
で
あ
る
。
ど
う
か
、
自
信
を
持

っ
て
、
地
方
の
文
化
都
市
と
し
て
自

立
し
て
ほ
し
い
。

春
名　

昌
哉

くすのき賞
くすのき賞

　ボランティア団体「たんぽぽの家」
の代表者として、絵本の読み聞かせや
人形劇などを行い、子どもの健全育成
や子育て支援に尽力。また、日本健康
体操指導士として、地域住民の健康増
進にも尽力した功績が評価されました。

　総合舞台芸術と位置付けられるミュ
ージカルの制作を通じて、照明や音響
から舞台・衣装制作など、多くの分野
に地域住民が参加。人間性豊かで活力
に満ちた連帯感あふれる地域文化の創
造に寄与した功績が評価されました。

　津山市文化連盟が地域の文化・芸術活動で活躍する個人や団体に
贈る「くすのき賞」。５月７日、平成21年度の受賞者に贈呈されました。

津
山
《
風
と
光
と
心
の
劇
場
》
実
行
委
員
会

津
山
《
風
と
光
と
心
の
劇
場
》
実
行
委
員
会

楢
本
眞
弓
さ
ん（
南
方
中
）

楢
本
眞
弓
さ
ん（
南
方
中
）

新野東

西　中中北下、南方中

桑上

　河川の汚れを防ぎ快適な生活環境を実現するため、市では
公共下水道の整備を進めています。今年度は次の地域の一部
で工事を予定しています。工事中はご不便をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。

林　田

押　入

野介代

志戸部

小田中

山北、小田中

上河原 沼

いと
-50みり

ひ　
よ
く

き
ず
な

11 2010.6 102010.6

　６月から９月までの間、
市役所では冷房を28℃に
設定し、軽装で勤務します。
事業者の皆さんにも適正
冷房と夏の軽装をお願いし
ます。
　ご理解とご協力をお願
いします。

問い合わせ先
　環境生活課薊32-2051

地域チャレンジ！公募提案型協働事業地域チャレンジ！公募提案型協働事業地域チャレンジ！公募提案型協働事業地域チャレンジ！公募提案型協働事業 事業決定！事業決定！事業決定！　
　　　 ～明日につなごう　あなたの力とわたしの思い～

　地域のさまざまな課題の解決方法を市民活動団体や事業者などに提案してもら
い、その団体と市が協力して課題解決を行う「公募提案型協働事業」。今年度も
５月に公開プレゼンテーションを開催し、７団体の事業を採択しました。
　今後は、各団体と市が協働して平成23年３月末まで事業に取り組みます。

【採択事業】

みゅーじかる劇団き
んちゃい座

勝北伝統文化記録保
存会

大崎地区歴史を考え
る会

知和自治団

特定非営利活動法人 
津山・きびの会

佐良山未来ビジョン
研究会

つやま城西ほりおこ
し隊

ミュージカルを介した津
山圏域住民への教育活動

伝統文化の記録保存

歴史に学ぶ明日事業

JR知和駅魅力アップ事
業

映画『アンダンテ～稲の
旋律～』上映会

嵯峨井堰・嵯峨用水探検
隊プロジェクト

楽しもう「愛浪漫のまち
城西」

環境など、さまざまなテーマのミュージカルを創作・上演す
ることで、身近な問題を分かりやすくアピール

地域に残る文化や勝北音頭など各音頭を図録し、普及する
ことで、郷土愛を育み地域の伝統文化を後世に伝承する

大崎地域の歴史や文化を広く情報発信するため、冊子の作
成や伝承を物語化した紙芝居を作成・発表する

鉄道ファンに人気のある知和駅を地域住民にも広く愛され
る駅にするため、魅力をアップする方法を募集し、実施する

映画の上映を通じて「不登校・ひきこもり」に関する認識を
深め、障害者に対する社会の誤解・偏見・差別を払拭する

地域住民と「嵯峨井堰」「嵯峨用水」を検証し、マップの作成
や写真コンテストなどを開催。地域への誇りと愛着を喚起

作州民芸館を婚活の場に、大正ロマン風な男女の出会いを
演出。空き家を活用して子どもの遊び場を作る

 団体名 事業名 事業内容

せき

ろ まん

ふっしょく

問い合わせ先　協働推進課薊32-2032

 地球温暖化防止のため、

を実践しています



　平成12年５月に道の駅「久米の里」オー
プンとともに始まった仙人まつり。早いも
ので10周年を迎えました。
　これを記念して新企画も目白押し。「鉄
板グルメの街・津山」と題して鉄板屋台村が開設され、津山ホルモンうどんなどを販売し好評を得てい
ました。
　「第１回ホルモンうどん大食い大会」では、５分間でどれだけ食べられるかを競いました。出場者６人
のうち、見事３杯と３分の２をたいらげ、初代チャンピオンに輝いた大田信孝さん（里公文）は「１杯
目からきつかったけど、チャンピオンになれてよかったです。もうおなかいっぱい」と、満足した様子
でした。

　県内はもとより、関西や中四国などから多くの
鉄道ファンや親子連れなどが集まる盛況ぶりでし
た。今年から展示車両も２台（キハ52－115・キハ
33－1001）増え、６台の車両が展示された機関車
庫では転車台の運転も実演され、見学者は往時の
姿を思い浮かべているようでした。
　広島県から親子で参加した藤原浩太くん（６
歳）は「機関車がかっこよかった。大きくなった
ら、在来線の運転手になりたい」と目を輝かせな
がら語ってくれました。

 今年も、横野滝の竜王神の祭礼に合わせて滝開
きが行われました。二の滝前で行われた神事は、
地元住民と関係者が期間中の安全と観光振興を祈
願するもので、観光シーズンが幕を開けました。
　訪れた観光客は、ひんやりとした山の空気が流
れる中、流れ落ちる滝のしぶきや水音に静かに聞
き入ったり、冷たい滝の水に手を触れてみたりと、
思い思いに楽しんでいました。名物のそうめん流
しも始まり、早速家族連れなどでにぎわっていま
した。

　「つやまっ子読書プラン」の一環として開催さ
れた親子音読大会。課題図書の中から好きな場面
を選び、音読を競いました。
　聞いている相手に語りかけるように読む親子や、
絵本の世界に入り込み、まるで登場人物になった
ように読む親子などさまざま。読書に親しみなが
ら親子の絆を深める良い機会になったようです。
　優秀者は、松山日奈子さん（北小２年）・加奈
子さん親子、高矢怜皇斗さん（阿波小５年）・美
諭紀さん親子、石井彩乃香さん（弥生小４年）・
香里さん親子でした。おめでとうございました。

 『にほんの里100選』の阿波に今年も大勢の人が
詰め掛け、にぎわいました。
　メイン会場では、和太鼓の勇壮な演舞を皮切り
に、バンド演奏やバルーンアートなど多彩な催し
物と、山ウドやワラビ、ギボウシといった旬の山
菜やニジマスの塩焼き、山菜おこわなどの販売が
大盛況。また、第２会場の阿波森林公園ではニジ
マスのつかみ取りを開催。小学生や幼児が「あそ
こにおる」「ヌルっとしとる」「捕まえれん」な
どと歓声を上げながら魚を追い掛け、山里での初
夏の一日を存分に楽しんでいました。

　「牡丹寺」として知られる清眼寺で惜春の風物
詩として定着した「ぼたん祭り」。白やピンク、
濃赤といった花のほかに、珍しい黄色の花「ハイ
ヌーン」もあり、300株を超える花が咲き誇る境
内は、花言葉のとおり「壮麗」で「富貴」な雰囲
気。会場では、甘茶とお菓子の接待もあり、ゆっ
くりとした時間が流れていました。
　また、３日にはオカリナやベトナム琴の演奏会
も催され、艶やかなボタンを前に、訪れた人は清
らかな調べに聴き入っていました。

ぼ  たん

あで

　山野草の愛好家が、丹精こめて育てた作品を発
表する「春の展示会」。
　１鉢に可憐な花を咲かせたトリアシスミレや、
大きな鉢にいくつもの山野草を寄せ植えし、野山
を表現した作品などが数多く展示されました。
　来場者はしばし立ち止まりながら熱心に鑑賞。
身近なもの、貴重なものと種類はさまざまですが、
どれも愛しく絶やしてはいけないものばかりです
ね。

いと

れん

きずな

ひ　な　こ

れ　お　と

さ　の　かゆ　き

み

４月27日～５月５日 清眼寺（院庄）
咲き誇る大輪にうっとり
清眼寺 ぼたん祭り
せいげん じ

４月24・25日 津山文化センター
素朴な美しさに魅せられて
第54回 津山山野草愛好会 春の展示会

４月25日 道の駅 「久米の里」新企画の登場におなかも大満足
道の駅  「久米の里」  創業10周年記念  仙人まつり

５月１～５日 ＪＲ津山駅
ゴールデンウィーク 連日大盛況
旧津山扇形機関車庫 懐かしの鉄道展示室

４月29日 横野滝（上横野）
厳かに期間中の安全を願う
横野滝 滝開き

５月９日 市立図書館
感情豊かに息を合わせて
楽しく読もう！親子音読大会

５月16日 阿波ふるさとふれあい会館ほか
新緑の山里でふるさとを感じる
第39回 阿波ふるさとまつり
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家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
有
料

ご
み
袋
を
使
用
し
、
指
定
日
に
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
定

着
し
た
と
は
言
え
な
い
現
状
が
残

念
で
す
。
近
所
で
野
焼
き
を
し
て

い
る
の
を
見
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
の
が
怖
く
て
な
か
な
か
注
意

で
き
ま
せ
ん
。
再
度
、
家
庭
ご
み

の
指
導
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
下
横
野
・
女
性
）

　

ご
み
の
処
理
の
仕
方
が
分
か
ら

な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
農
薬
の

ビ
ン
と
か
ポ
リ
袋
な
ど
は
、
分
別

方
法
を
表
示
し
て
あ
る
の
で
分
か

り
ま
す
が
、
内
側
に
銀
紙
が
は
っ

て
あ
る
紙
袋
な
ど
は
分
別
方
法
が

分
か
ら
ず
、
仕
方
な
く
田
ん
ぼ
で

焼
い
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
（
院
庄
・
男

性
）

　

家
庭
ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
所
同
士
で
注
意
し
に
く
い
場

合
は
、
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば
市

か
ら
指
導
に
出
向
き
ま
す
。

　

ま
た
、
分
別
方
法
が
分
か
ら
な

い
場
合
に
は
遠
慮
な
く
環
境
事
業

所
薊
22‐

８
２
５
５
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
銀
紙
の
場
合
は
、
紙
袋

か
ら
き
れ
い
に
は
が
れ
、
銀
紙
だ

け
に
な
れ
ば
燃
え
な
い
ご
み
、
紙

袋
か
ら
は
が
れ
な
け
れ
ば
、
紙
袋

ご
と
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

家
庭
ご
み
の
野
焼
き
は
周
り
の

人
に
迷
惑
を
掛
け
ま
す
。
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課

　
薊
32‐

２
０
５
５

木
の
ぬ
く
も
り
、
も
っ
と
み
ん
な
に
伝
え
た
い

きらめくきらめく

　
　

庭
ご
み
の

　

処
理
の
仕
方
を

　

徹
底
し
て
ほ
し
い

家

１
回
岡
山
大
会
を
見
た
こ
と
。
「
１

本
の
丸
太
か
ら
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い

作
品
が
で
き
る
の
か
」
と
感
動
し
て

し
ま
い
「
僕
に
も
で
き
る
か
な
？
」

と
家
族
を
説
得
し
て
、
す
ぐ
に
競
技

用
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
買
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
（
笑
）
。

　
「
芸
術
的
セ
ン
ス
が
な
い
お
父
さ

ん
が
…
」
と
家
族
か
ら
言
わ
れ
な
が

ら
、
苦
労
の
末
、
処
女
作
で
鷲
み
た

い
な
も
の
を
作
っ
て
家
族
に
見
せ
る

と
、
意
外
に
も
好
評
で
し
た
。

　

や
は
り
物
事
を
始
め
る
時
は
「
や

っ
て
み
た
い
な
。
や
っ
て
み
よ
う
か

な
？ 

や
っ
て
み
よ
う
。
や
ろ
う
！ 

や

っ
た
! !
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

練
習
は
毎
月
第
２
日
曜
日
に
も
え

ぎ
の
里
あ
ば
交
流
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。
冬
期
は
休
み
ま
す
が
、
最
近
は

見
学
者
が
増
え
て
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

制
作
に
は
安
全
と
自
然
へ
の
配
慮

に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ン
ソ

ー
の
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
し
、
木
片
が
飛
び
散
り
ま

す
か
ら
、
制
作
者
は
も
ち
ろ
ん
、
見

学
者
が
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
い
つ

も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ

ェ
ン
ソ
ー
の
刃
に
使
う
潤
滑
油
も
植

物
性
の
自
然
に
還
り
や
す
い
も
の
を

使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

大
会
当
日
は
全
国
各
地
か
ら
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
カ
ー
バ
ー
（
制
作

者
）
が
集
ま
り
、
そ
の
腕
を
競
い
ま

す
。
１
時
間
30
分
で
作
品
を
仕
上
げ

る
ク
イ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
、
４
時

間
で
じ
っ
く
り
仕
上
げ
る
メ
イ
ン
カ

ー
ビ
ン
グ
を
行
い
、
観
覧
も
で
き
ま

す
。
完
成
し
た
作
品
は
最
終
日
に
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
の
で
、
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

魅
力
は
何
で
し
ょ
う
？

　

直
接
、
木
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
玄
関
先
と
か
庭

先
に
木
の
置
物
が
あ
る
だ
け
で
、
な

ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
た
り
、
心
が
和
ん

だ
り
し
ま
す
よ
ね
。
こ
の
木
の
ぬ
く

も
り
を
作
品
の
制
作
を
通
し
て
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　

お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、
地
域
と

地
元
産
業
の
活
性
化
で
す
。

　

最
近
は
、
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ

り
、
わ
た
し
た
ち
大
人
も
草
木
や
野

山
と
い
っ
た
自
然
に
触
れ
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

大
会
を
通
じ
て
少
し
で
も
多
く
の
人

に
自
然
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
津
山
を
訪
れ
る
人
が
少
し
で
も

増
え
て
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て
い
け

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
産
業
が
少
し
で
も
活

性
化
す
る
よ
う
、
木
の
ぬ
く
も
り
の

良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
、
木
材

の
消
費
が
少
し
で
も
広
が
る
よ
う
な

活
動
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
を

通
し
て
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

人
懐
っ
こ
い
笑
顔
で
冗
談
を
交
え
な

が
ら
丁
寧
に
語
る
片
岡
さ
ん
。
言
葉

の
端
々
か
ら
自
然
や
地
域
に
対
す
る

愛
情
と
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
作
品
に

触
っ
て
も
ら
っ
て
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
る
と
い
い
で

す
ね
。

1ライン5.1125ミリ 1ライン左へ

▲自宅作業所でフクロウを彫る片岡さん

片
岡　

伸
吾

美
作
國
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

会
長

さ
ん
（
加
茂
町
小
渕
）

７
月
24
･
25
日
に
も
え
ぎ
の
里
あ
ば

交
流
館
で
開
催
さ
れ
る
第
７
回
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
岡
山
大
会
２
０
１
０

を
主
催
し
、
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し

て
い
る
片
岡
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
？

　

動
物
や
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
１
本

の
丸
太
を
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
削
っ
て
作

品
を
仕
上
げ
て
い
く
ア
ー
ト
で
す
。

競
技
会
で
は
制
限
時
間
内
に
作
品
を

仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
世
界

一
危
険
な
ア
ー
ト
」
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
６
年
前
に

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
第

つやまっ子読書プランキャラクター
「ぶっくちゃん」

　わたしが勤務している北
陵中学校では、子どもたち
と一緒に教員も10分間の朝
読書をしています。そこで

手に取ったのが、映画化もされた『西の魔女
が死んだ』です。
　主人公のまいは中学校に入学したばかりの
ころ、不登校になってしまい、しばらくの間
おばあちゃんの元で２人で暮らします。そこ
でまいは「魔女」になるための修行をするこ
とに。慌ただしい現代社会に対して、あふれ
るような自然とおばあちゃんの丁寧な暮らし
ぶりが対照的に描かれています。物語の情景
が目に浮かび、このお話の持つ世界観にぐん

山田　史子
推薦者

さん(林田）

西の魔女の生き方が
　　　　教えてくれること

つやまっ子
に贈る100冊の本

梨
木
香
歩
著
（
小
学
館
）

ぐんと引き込まれてしまいました。
　自分自身も慌ただしい毎日を過ごしていま
すし、微妙な人間関係に疲れてしまったまい
の気持ちにも共感できます。「流されて生活
するうちに、何か大切なものを忘れてしまっ
てはいないだろうか」と気付かされるお話で
す。
　「魔女修行」とは、自分の道を自分で決め、
自分をコントロールできるようになること。
大人でさえ成長しきれ
ていない人が多い世の
中、「大人になること」
を「魔女修行」と表現
したのもすばらしいと
思います。
　まいと同じ年代の女
の子には、ぜひ読んで
ほしい作品ですね。

「西の魔女が死んだ」

み
ま
さ
か
の
く
に

か
え

わ
し
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応募方 法 

問 

締め切 り 

当選者

　
 

　　　　 
① 答え ② 記 事の感想や市政へのご意見 ③ 
正解者の中から抽選で５人に当た る Ⓐ ～ Ⓒ 
の記念品の中から１ つ を書いてください。 

　 
　 

　 

 
（鉛筆は不可） 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

●必ずはがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年 
齢）を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品 
を贈呈します●希望者には作品を返却します 

としょかん 7月

民生 
（応募37人、正解36人） 

畝岡幸子さん、高橋裕貴さん、 
藤井博子さん、村上拳太さん、 
山崎ますみさん 

７月９日（金）当日消印有効 
当選者は８月号で発表 

４月号の正解

市役所へのお便りは…
　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号 

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便 

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て 

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ぶ
っ
く
ま
る

秘
書
広
報
室
行 

「笑顔あふれるおいしい○○・ 
食べる力をはぐくむ食教育」 
○に入る漢字２文字は？ 

24 - 2919 午前10時～午後７時 42 - 7032 午前10時～午後６時 

36 - 8622 午前10時～午後６時 

57 - 3444 午前10時～午後６時 

（敬称略） 

記念品　Ⓐ図書カードⒷ津山洋学資料館 
招待券(２枚）Ⓒあば温泉無料入場券(２枚） 

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 市役所本庁舎12:00～12:40 ⇒ 向陽小学校13:00～13:30 ⇒ 小原会館14:10～14:50 
⇒ 院庄公民館15:30～16:30 ８日㈭ 

6/30日㈬ 東小学校13:00～13:30  
7/２日㈮ 喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 
５日㈪ ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:00～11:40 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:40～16:00 
６日㈫ 佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:00～11:40 ⇒ 一宮小学校12:40～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00 
７日㈬ 北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:50 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 ⇒ 河辺小学校14:35～16:00 

12日㈪ 秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20  
９日㈮ 成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00  

14日㈬ 鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘15:00～15:30 
13日㈫ 

勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30 15日㈭ 

阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00 

市立図書館(アルネ・津山 4階） 

●小さな子どものえほんのじかん
とき　毎週水曜日10：30～11：00

●えほんのじかん
　とき　毎週水曜日15：30～16：00
●木曜ビデオ館
とき　毎週木曜日14：30～
内容　１日＝「クロウサギの島」、８日＝「花おりおり③
　夏」、 15日＝「アッシャー家の惨劇」、22日＝「吉四六
　ばなし」、29日＝「ハンセン病」

●ビジネス支援講演会「創造と挑戦で世界へ！」
とき　４日㈰14：00～15：30
内容　活力ある会社にするための取り組みについて
講師　生駒徹志さん（IKOMAロボテック㈱代表取締
　役社長）

●大きい子のおはなしの時間
とき　10日㈯15：00～15：30

●土曜日お楽しみ会「ちぎり絵で花をはりましょう」
とき　11日㈰13：00～15：00
対象　小学生以上　
定員　30人（先着順）

●おはなし会
とき　15日㈭11：00～11：30

●ファミリーシアター
　とき　19日㈷＝「海の森の生き物たち」、26日㈪＝「銀
　　河鉄道の夜」 両日14:30～
●日曜えほんのじかん
　とき　25日㈰15：30～16：00

休館日：27日㈫ 

加茂町図書館(加茂町塔中） 

●押し花教室
　とき　10日㈯13：00～14：30
定員　10人（先着順）　 受付　１日㈭～

●おはなし会
　とき　25日㈰10：30～11：00

勝北図書館(新野東） 

●えほんタイム
　とき　８日㈭11：00～11：30
●おはなしタイム
　とき　18日㈰11：00～11：30
●ストレッチ・ヨガ教室
　とき　27日㈫13：30～15：00
●子ども映画会「山古志村のマリと三匹の子犬」
　とき　28日㈬14：00～14：45
　ところ　勝北公民館

久米図書館(中北下） 

新しくはいった本
こどもの本
『図書館ラクダがやってくる』マーグリード・ルアーズ作
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（さ·え·ら書房）
『かさをかしてあげたあひるさん』村山籌子作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福音館書店）
『ねこじたなのにお茶がすき』今江祥智文（淡交社）
おとなの本
『1Ｑ８４ ＢＯＯＫ３』村上春樹著（新潮社）

『前倒し 仕事術！』中井紀之著（朝日新聞出版） 
『今森光彦ネイチャーフォト・ギャラリー』今森光彦著 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （偕成社） 
郷土の本 
『フレイヘイドの風が吹く』市原麻里子著（右文書院） 
『津山松平藩町奉行日記　18』津山郷土博物館編 
　　　　　　　　　　　　　　　  （津山郷土博物館） 
 

 

●人形劇「ブレーメンの音楽隊」
　とき　10日㈯14：00～15：00
●いっしょにあそぼ！ 0123 てくてく
とき　21日㈬10：30～11：30
対象　０～３歳児と保護者

●こくちゃんの紙芝居劇場
とき　24日㈯14：00～15：00

３館の休館日：５日㈪、12日㈪、19日㈷、26日㈪、27日㈫ 

き っ ち ょ む  

() 

▼ 
ペ
ン
ネ
ー
ム
・ｃ

aｒ
a 

（
35
歳
・
沼
） 

▼ 
国
政　

佳
奈
（
小
学
６
年
・
林
田
） 

▼ 
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ソ
ウ
タ 

（
小
学
６
年
・
二
宮
） 

▼ 
国
政　

志
衿
（
５
歳
・
林
田
） 

▼ 
草
替　

弘
子
（
東
一
宮
） 

▼ 
山
口　

真
穂
（
７
歳
・
上
河
原
） 

※
お
わ
び
と
訂
正 

　

４
月
号
29
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
中
国
古
典
文
学
入
門
講
座
第
６
回
司
馬
遷
」 

　

は
５
月
16
日
㈰
の
開
催
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す 
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深
く
一
礼
し
て
か
ら
道
場
に
入

る
子
ど
も
た
ち
。
指
導
者
と
子
ど

も
が
正
座
し
、
互
い
に
礼
を
す
る

こ
と
か
ら
稽
古
が
始
ま
り
ま
す
。 

　

初
心
者
が
多
い
低
学
年
に
は
、

柔
道
の
基
礎
を
丁
寧
に
指
導
。「
柔

道
の
稽
古
を
通
し
て
、
何
に
で
も

一
生
懸
命
に
取
り
組
め
る
子
ど
も

に
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

語
る
指
導
者
の
国
定
さ
ん
。
そ
の

指
導
は
子
ど
も
た
ち
に
柔
道
の
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　

高
学
年
は
実
戦
的
な
稽
古
が
中

心
。
甘
い
技
の
仕
掛
け
や
気
を
抜

い
た
態
度
に
、
指
導
者
の
厳
し
い

声
が
飛
ぶ
こ
と
も
。
子
ど
も
た
ち

の
身
体
と
精
神
が
健
や
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
指
導
者
も
熱
心
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
そ
の
か
い
も
あ
っ

て
、
道
場
生
の
木
村
幸
樹
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
山
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　

が
、
全
国
小
学

　
　
　
　
　
　
　

生
学
年
別
大
会

　
　
　
　
　
　
　

岡
山
予
選
５
年

　
　
　
　
　
　
　

生
45
㌔
超
級
で

　
　
　
　
　
　
　

優
勝
。
８
月
に

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場 

し
ま
す
。 

　

子
ど
も 

の
稽
古
を 

見
守
っ
て 

い
た
保
護 

者
の
柳
原 

さ
ん
は「
礼 

儀
作
法
を 

身
に
つ
け 

る
た
め
通 

わ
せ
る
よ 

う
に
な
り
ま
し
た
。
続
け
る
こ
と

が
第
一
の
目
標
。
今
で
は
楽
し
そ

う
に
通
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

　

柔
道
は
、
礼
儀
や
強
い
心
、
そ

し
て
何
ご
と
に
も
一
生
懸
命
に
取

り
組
む
気
持
ち
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

練
習
日　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時

〜
７
時
30
分
、
毎
週
土
曜
日
午

後
３
時
〜
４
時
30
分 

と
こ
ろ　

津
山
総
合
体
育
館 

対
象　

小
学
生 

会
費　

年
間
１
万
円 

問
い
合
わ
せ
先　

甲
田
さ
ん

29

‐

１
７
１
９ 

けんこう･そうだん こどもひろば7月

7月

７
月
の
相
談

●女性の悩みごと相談
　とき　毎週水曜日、17日㈯10：00～16：00
　ところ　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　■問さん・さん 31-2533
●女性と子どもの法律相談
　とき　５日㈪13：30～16：40
　ところ　津山すこやか・こどもセンター
　■問こども課 32-2065
●女性と子どものなやみごと相談所
　とき　８日㈭・22日㈭10：00～15：00
　ところ　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　■問さん・さん 31-2533　　
●鶴山塾特別教育相談
　とき　毎週火・木曜日13：30～16：30、
　　２日㈮13：30～15：30、 16日㈮14：00～16：00、 
　　23日㈮10：00～12：00
　ところ　教育相談センター「鶴山塾」
　■問鶴山塾 22-2523
●司法書士法律相談（無料・予約要）
　とき　７日㈬・21日㈬9：00～12：00
　ところ  環境生活課（市役所１階１番窓口）
　■問環境生活課 32-2057

●人権相談
　とき　７日㈬10：00～15：00
　ところ　津山市総合福祉会館
　■問人権啓発課 31-0088
●行政相談
　とき　14日㈬10：00～15：00
　ところ　加茂支所
　■問加茂支所市民生活課 32-7032
　とき　16日㈮10：00～15：00
　ところ　津山市総合福祉会館
　■問環境生活課 32-2057
●人権・行政・民生合同相談
　とき　15日㈭10：00～15：00
　ところ　勝北老人憩いの家
　■問勝北支所市民生活課 32-7023
　とき　20日㈫10：00～15：00
　ところ　久米支所
　■問久米支所市民生活課 32-7011

LET’S

じ ど う か ん
中央児童館（山北）　午前10時～午後５時 
22-2099 

ぐりむ児童館（加茂町中原）　午前９時～午後５時 
42-3168 

ワイワイ児童館（横山）　午前10時～午後５時 
24-4400 

阿波児童館（阿波）　月・金曜日 午後１時～５時 
46-2076 水曜日 午前９時～午後５時 

「愛の献血」にご協力を

☆献血会場では、栄養士による食生活相談や体脂肪、 
　腹囲の測定も行います(10:00～11:30、13:00～15:00） 

23日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～15:30 

と　　こ　　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　　き 

ポリオ予防接種
日 受付時間 対　　象 

ところ　津山すこやか・こどもセンター 
☆対象者には個別に通知します 

生後３～90カ月
未 満の子ども 

15日㈭、16日㈮、 
27日㈫、28日㈬ 13:30～14:20 

たんぽぽ運動 ～歯みがき指導とフッ化物塗布～

対　象　３歳児～就学前の子どもと保護者 
内　容　歯科検診、フッ化物塗布、歯垢の中の細菌 
　　　　を顕微鏡で観察する体験コーナー 
定　員　100組（予約要・先着順） 
持ってくるもの　歯ブラシ、コップ、 
　　　　タオル（親子それぞれ） 
締め切り　16日㈮ 

28日㈬  
①10：00～ ②10：30～
③11：00～ ④11：30～
⑤13：00～ ⑥13：30～
⑦14：00～ ⑧14：30～ 

と　　こ　　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 

と　　き 

26日㈪  9:00～16:00 

骨密度測定
と　　こ　　ろ 

津山すこやか・こどもセンター 
と　　き 

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要） 

離乳食教室

対　象　７～11カ月の乳児と保護者 
内　容　調理実習、試食、説明、個人相談 
定　員　10人程度（予約要） 
持ってくるもの　エプロン、三角きん、筆記用具、 
　　　　母子手帳、おんぶひも（あれば）など 

９日㈮ 10:00～12:00 
と　　こ　　ろ 

津山すこやか・こどもセンター 
と　　き 

妊婦歯科検診

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め 
　　　　出し（希望者）、カリオスタット（口の中の 
　　　　状態を知る検査） 
定　員　18人（予約要・先着順） 
問い合わせ先　津山歯科医療センター 22-4021 

18日㈰  9:00～12:00 
と　　こ　　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 
と　　き 

高齢者歯科相談

対　象　65歳以上の人（予約要） 
内　容　歯科検診、歯科相談 
問い合わせ先　津山歯科医療センター 22-4021 

18日㈰  9:00～12:00 
と　　こ　　ろ 

津山歯科医療センター（沼） 
と　　き 

13:00～14:00 

元気な子どもを育てるために
日 受付時間 健　　診 

ところ　津山すこやか・こどもセンター 
☆対象者には個別に通知します 

乳 児 健 診 13日㈫、14日㈬ 
１歳6カ月児健診 ６日㈫、７日㈬ 
３歳 児 健 診 20日㈫、21日㈬ 

七夕会　とき：３日㈯14：00～14：30　内容：七夕飾り
作りと読み聞かせ
赤ちゃん広場　とき：８日㈭11：00～11：30　対象：１
歳未満の乳児と保護者　定員：10組　受付：６月29
日㈫10：00～　
夏だ！カレーに挑戦　とき：17日㈯10：30～13：00　対象：
５歳児～小学生　定員：15人（先着順）参加費：100
円　持ってくるもの：米１合、お茶、カレー皿、スプ
ーン、エプロン、三角きん　受付：３日㈯10：00～

絵本タイム　とき：１日㈭13：15～13：45
２、３歳児の親子でジャンプ☆　とき：２日㈮10：30～
　11：30　内容：プール遊び　対象：２、３歳児と保護者
１歳児あつまれ♪　とき：９日㈮10：30～11：30　対
象：１歳児と保護者
赤ちゃんあそぼ！　とき：21日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満の乳児と保護者　定員：15組（先着
順)　受付：７日㈬10：00～
 夏休みの工作　とき：23日㈮10：30～12：00　ところ：福
岡会館　対象：小学生　定員：15人（先着順）参加
費：100円　受付：３日㈯10：00～

たんぽぽルーム（七夕会）とき：14日㈬10：00～13：00
内容：七夕にちなんだグッズ作りと会食　対象：乳幼
児と保護者、妊婦　参加費：200円　締め切り：７日㈬
スライム作り　とき：24日㈯13：30～15：00
たんぽぽルーム（水遊び）とき：28日㈬
　10：00～11：30　対象：乳幼児と保護者
　持ってくるもの：着替え、タオル、帽子

にこにこクッキング「水餃子作り」　とき：10日㈯10：
30～13：00　定員：15人（先着順）参加費：100円持
ってくるもの：おむすび、お茶、皿、はし、エプロ
ン、三角きん、手ふき　受付：６月28日㈪～
ビデオ上映会　とき：21日㈬15：30～16：30　内容：ア
ニメ上映

※料金を掲載していないものは無料です 問い合わせ先　健康増進課 32-2069 

礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る

津
山
少
年
柔
道
教
室 

休館日　中央児童館・ワイワイ児童館　５日㈪、12日㈪、18日㈰、20日㈫、26日㈪
　　　　ぐりむ児童館　５日㈪、12日㈪、19日㈷、20日㈫、26日㈪

　※このほかにもさまざまな相談窓口が設けられています。詳しくは「津山市 暮らしの便利帳」をご覧ください 

しこう 

ぎょうざ

け
い  

こ 
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イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：６月30日㈬

●市県民税 １期　　　（普通微収）
●介護保険料 １期　　　（普通微収）

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

5月１日現在

492    412
82 　87

108,214
51,587
56,627
43,911

人（前月比＋75）
人（同＋65）
人（同＋10）　　
世帯（同＋136）

６ 月　の　納　税

４月中のひとの動き

イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

納期限：６月30日㈬

●市県民税 １期　　　（普通微収）
●介護保険料 １期　　　（普通微収）

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

5月１日現在

492    412
82 　87

108,214
51,587
56,627
43,911

人（前月比＋75）
人（同＋65）
人（同＋10）　　
世帯（同＋136）

６ 月　の　納　税

４月中のひとの動き

21 2010.6 202010.6

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
21
日
㈪
～
７
月

20
日
㈫
必
着

閲
覧
場
所　

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
建
築
住
宅
課（
市
役
所
５
階
）

応
募
資
格　

①
市
内
に
在
住
す
る

人
②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ

の
他
団
体
③
市
内
に
通
勤
ま
た

は
通
学
す
る
人
④
そ
の
ほ
か
利

害
関
係
が
あ
る
人

応
募
方
法　

建
築
住
宅
課
に
備
え

付
け
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
、

住
所
・
氏
名
（
団
体
名
）・
電

話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

※
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
や
、
氏

名
・
住
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
意
見
の
取
り
扱
い　

意
見
の
概
要

と
こ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
ホ

津
山
広
域
都
市
計
画
の

変
更
原
案
の
縦
覧
・
公
聴
会

開
催
し
ま
す

　

津
山
広
域
都
市
計
画
の
変
更
原

案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま

す
。
公
聴
会
に
出
席
し
て
原
案
に

意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
人
は
、

事
前
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

変
更
内
容

用
途
地
域
の
変
更　

津
山
産
業
・

流
通
セ
ン
タ
ー
の
用
途
地
域
を

準
工
業
地
域
か
ら
工
業
地
域
へ

変
更

特
別
用
途
地
区
の
指
定　

市
内
全

　

域
の
準
工
業
地
域
に
特
別
用

途
地
区
（
床
面
積
１
万
㎡
以
上

の
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
規

制
）
を
指
定

《
原
案
の
縦
覧
・
意
見
書
》

縦
覧
内
容　

津
山
市
広
域
都
市
計

画
（
用
途
地
域
・
特
別
用
途
地

区
）
の
変
更
原
案

と
き　

６
月
21
日
㈪
～
７
月
５
日

㈪
の
執
務
時
間
内

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課
（
市
役
所

５
階
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

縦
覧
期
間

内
に
、
縦
覧
場
所
に
備
え
付
け

の
用
紙
に
意
見
を
記
入
し
、
都

市
計
画
課
に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出

《
公
聴
会
》

と
き　

７
月
13
日
㈫
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

公
述
人
の
選
定　

意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
市
民
や

利
害
関
係
が
あ
る
人
に
限
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
趣
旨
の
意

見
等
が
多
数
あ
る
場
合
は
、
公

述
人
を
選
定
し
公
述
時
間
を
制

限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
原
案
に
関
係
の
な
い
意
見

は
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

傍
聴　

希
望
す
る
人
は
、
当
日
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
定

員
80
人
・
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
都

市
計
画
課
薊
32
‐
２
０
９
６

津
山
市
特
別
用
途
地
区
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
骨
子（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
に
備
え
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
集
約
型
の
都
市
構
造
（
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
の
実
現
と
中
心

市
街
地
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
全

準
工
業
地
域
へ
の
床
面
積
１
万
㎡

以
上
の
大
規
模
集
客
施
設
を
立
地

規
制
す
る
「
特
別
用
途
地
区
」
の

都
市
計
画
の
変
更
原
案
に
従
っ

て
、
同
地
区
に
建
築
の
制
限
を
行

う
「
津
山
市
特
別
用
途
地
区
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
骨
子
（
案
）」
に
対
す
る
意
見

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
（
個
人
情

報
は
非
公
開
）

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
０
１
津
山
市
山
北
５
２
０
建

　

築
住
宅
課
薊
32
‐
２
０
９
９
、

蕭
32
‐
２
１
５
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

kentaku@
city.tsuyam

a.
okayam

a.jp

子
ど
も
手
当
受
給
者
の

現
況
届

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

受
給
者
に
は
現
況
届
の
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
６
月
30

日
㈬
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
～
５
月
に
子
ど
も
手

当
の
申
請
手
続
き
を
し
た
人
は
、

今
年
度
に
つ
い
て
は
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
（
津

山
す
こ
や
か
・
こ
ど
も
セ
ン
タ

ー
）
薊
32
‐
２
０
６
５

第
60
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動

津
山
市
推
進
大
会

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
目
指
し
て
法
務
省
が
主
唱
す

る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」。

津
山
市
推
進
大
会
を
強
調
月
間
の

７
月
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

募
集
標
語
の
表
彰
、
宣
言

文
採
択
発
表
、
講
演

問
い
合
わ
せ
先　

同
推
進
委
員
会

事
務
局
薊
22
‐
４
６
３
６

水
道
漏
水
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
局
で
は
毎
年
給
水
区
域
を

対
象
に
、
道
路
の
部
分
と
各
戸
の

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
ま
で
の
水
道

管
に
漏
水
が
な
い
か
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

調
査
期
間　

６
月
～
平
成
23
年
３

月
委
託
業
者　

フ
ジ
地
中
情
報
株
式

会
社

※
こ
の
調
査
に
料
金
は
掛
か
り
ま

　

せ
ん
（
調
査
員
は
身
分
証
明
書

　

を
携
帯
し
て
い
ま
す
）。
調
査

や
修
理
と
称
し
て
家
庭
を
訪
問

し
、
料
金
を
請
求
す
る
不
審
者

　

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局
工
務
課

薊
32
‐
２
１
０
８

親
子
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

き
み
が
つ
く
ろ
う 

み
ん
な
の
未
来

　

親
子
で
楽
し
く
学
び
、
体
験
し
、

環
境
に
優
し
い
生
活
を
実
践
す
る

き
っ
か
け
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
展

示
ブ
ー
ス
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

触
れ
て
、
楽
し
ん
で
遊
べ
る
体
験

型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

６
月
20
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
展
示

ブ
ー
ス
は
午
前
11
時
～
午
後
３

時
）

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山
、
中
心

商
店
街

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
生
活
課

　

薊
32
‐
２
０
５
１

男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

見
に
来
て
く
だ
さ
い

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

男
性
と
女
性
が
、
職
場
や
学
校
、

地
域
、
家
庭
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

６
月
23
日
㈬
～
28
日
㈪

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
前
ホ
ー
ル

（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

内
容　

パ
ネ
ル
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」

薊
31
‐
２
５
３
３

ド
ラ
イ
型
ミ
ス
ト
装
置

水
道
水
に
親
し
ん
で

　

水
道
水
を
利
用
し
た
ミ
ス
ト

（
霧
）
を
発
生
さ
せ
、
周
辺
空
間

の
温
度
を
下
げ
る
装
置
を
試
験
的

に
設
置
し
ま
す
。

設
置
式　

６
月
25
日
㈮
午
後
２
時

～

※
９
月
下
旬
ま
で
設
置
し
ま
す

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山
東
広
場

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
局
業
務
課

薊
32
‐
２
１
０
４

津
山
洋
学
資
料
館

臨
時
休
館
し
ま
す

　

大
切
な
資
料
を
虫
食
い
や
カ
ビ

の
害
か
ら
守
り
、
永
く
保
存
し
て

い
く
た
め
、
く
ん
蒸
作
業
を
実
施

し
ま
す
。
作
業
中
は
休
館
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
28
日
㈪
～
７
月
２
日

㈮
問
い
合
わ
せ
先　

津
山
洋
学
資
料

館
薊
23
‐
３
３
２
４

６月26日は
「国際麻薬乱用撲滅デー」
　1987年、オーストリアで国連主
催による麻薬乱用撲滅関係閣僚会
議が開催されました。その最終日
である６月26日が「麻薬乱用撲滅デー」に制定され、
全世界でキャンペーンが実施されています。
　薬物乱用の防止で大切なのは、薬物乱用を許さな
い社会環境づくりです。いったん薬物乱用に走って
しまうと、中枢神経（脳）が侵され、その弊害が一
生ついてまわります。「依存症」になると、自分の
意志でやめることができなくなってしまいます。薬
物乱用は１回でも「ダメ。ゼッタイ。」。現実に薬物
乱用が起こってしまってからでは遅いことを知って
もらい、一度たりとも薬物乱用を許さないためにも、
また自分たちの身近な地域社会で薬物乱用のない社
会環境づくりに参加するためにも、薬物乱用の問題
について正しい知識を得ることが必要です。

問い合わせ先　健康増進課薊32-2069



イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

の
あ
る
人
で
、
運
動
負
荷
制
限

の
な
い
人
（
卓
球
と
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
は
13
歳
以
上
）

参
加
要
件　

身
体
障
害
の
人
＝
身

　

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

た
人
、
知
的
障
害
の
人
＝
療
育

　

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
、
知

的
障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
在

　

籍
中
ま
た
は
在
籍
し
た
こ
と
の

　

あ
る
人
、
精
神
障
害
の
人
＝
事

　

前
に
譖
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉

　

協
会
薊
０
８
６
‐
２
７
３
‐
０

　

６
４
３
へ
申
し
込
ん
だ
人

参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

持
っ
て
く
る
も
の　

ス
ポ
ー
ツ
の

で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
料
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
薊
０
８

　

６
‐
２
２
６
‐
７
３
４
３
、
蕭

　

０
８
６
‐
２
２
４
‐
６
５
２
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

勇
気
を
出
し
て

　

い
じ
め
な
ど
に
悩
む
子
ど
も
の

苦
し
み
を
解
決
す
る
た
め
に
相
談

を
受
け
て
い
る
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」。
６
月
28
日
か
ら
７

月
４
日
ま
で
全
国
一
斉
強
化
週
間

を
実
施
し
ま
す
。

　

電
話
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
勇
気
を
出
し
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
28
日
㈪
～
７
月
２
日

㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
、

７
月
３
日
㈯
～
４
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時

相
談
担
当
者　

子
ど
も
人
権
委
員
、

人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番
薊
０
１
２
０
‐
０
０

　

７
‐
１
１
０

木
造
住
宅
耐
震
診
断

補
助
制
度
（
一
般
診
断
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

棟
数　

10
棟
（
先
着
順
）

対
象
建
築
物　

次
の
項
目
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
も
の
。
①
市
内

に
あ
る
民
間
住
宅
②
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

一
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
併
用

住
宅
な
ど
で
住
宅
部
分
の
面
積

が
半
分
以
上
の
も
の
を
含
む
）

③
構
造
が
木
造
在
来
工
法
で
あ

る
も
の
（
柱
、
梁は

り

、
筋
交
い
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
も
の
。
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、

プ
レ
ハ
ブ
な
ど
は
対
象
外
）
④

２
階
建
て
以
下
の
も
の

診
断
料　

１
棟
当
た
り
４
万
２
千

円
（
通
常
の
場
合
）

補
助
額　

１
棟
当
た
り
補
助
対
象

　

経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

　
（
２
万
８
千
円
を
限
度
）

※
事
前
に
補
助
金
交
付
の
申
請
要

※
他
の
構
造
の
住
宅
や
建
築
物
に

も
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈭
～
10
月

29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅
課

　

薊
32
‐
２
０
９
９

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
し
て
く
だ
さ
い

と
き　

６
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
＝
卓
球
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
＝
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク

と
こ
ろ　

津
山
東
体
育
館（
林
田
）

対
象　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害

対
象　

小
学
１
～
３
年
生

定
員　

各
学
年
の
各
グ
ル
ー
プ
15

人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
方
法　

加
茂
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
記
入
し
て
提
出

申
込
期
間　

６
月
14
日
㈪
〜
７
月

津
山
高
専
公
開
講
座

受
講
し
て
く
だ
さ
い

受
講
料　

無
料
（
材
料
費
は
別
途

要
）

締
め
切
り　

７
月
９
日
㈮
（
天
体

　

観
測
会
は
開
催
日
の
１
週
間

前
）

※
応
募
方
法
そ
の
ほ
か
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
工
業
高
等

専
門
学
校
薊
24
‐
８
２
０
８

津
山
市
工
業
設
備
資
金

利
子
補
給
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
内
の
製
造
業
を
営
む
中
小
企

業
者
や
組
合
な
ど
が
、
新
技
術
や

新
製
品
の
研
究
開
発
ま
た
は
先
端

的
な
機
械
設
備
の
導
入
の
た
め
に

事
業
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
場
合
、
そ
の
資
金
の
利
子

の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

受
給
資
格　

次
の
①
か
ら
④
ま
で

を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
。
①
市

内
に
住
所
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
が
あ
る
②
市
内
で
１
年
以
上

現
在
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
③

借
入
金
を
遅
滞
な
く
返
済
し
て

い
る
④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

利
子
補
給
対
象
限
度
額　

研
究
開

発
資
金
＝
企
業
３
千
万
円
、
組

合
５
千
万
円
、
設
備
資
金
＝
企

　

業
５
千
万
円
、
組
合
８
千
万
円
、

　

前
記
資
金
の
併
用
＝
企
業
５
千

　

万
円
、
組
合
８
千
万
円

利
子
補
給
率　

年
２
％
（
上
限
）

利
子
補
給
期
間　

５
年
以
内

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈭
～
９
月

30
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

産
業
支
援
課

　

薊
32
‐
２
０
８
０

児
童
水
泳
教
室

募
集
し
ま
す

と
き　

７
月
14
日
㈬
、
17
日
㈯
、

21
日
㈬
、
24
日
㈯
、
28
日
㈬
、

31
日
㈯

※
Ａ
グ
ル
ー
プ
＝
午
後
４
時
〜
５

時
15
分
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
＝
午
後

５
時
45
分
〜
７
時

と
こ
ろ　

加
茂
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
プ
ー
ル

内
容　

水
中
ゲ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
初
歩
的
な
泳
法
指

導
、
着
衣
水
泳

７
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　

加
茂
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
薊
42
‐
３
３
５
８

※放送日時は変更になる場合があります

７月５日㈪～11日㈰  偶数時台の各15分から
｢笑顔あふれる おいしい学校給食」

23 2010.6 222010.6

「津山納涼ごんごまつり」「津山納涼ごんごまつり」
ご応募ください

　
　

《ごんごおどり参加者募集》
とき　８月７日㈯午後５時～９時

30分（表彰式を含む）
対象　踊りの好きな人
　・グループ
部門　一般・子ども・
　アレンジ部門
賞　踊りなどに賞を用
　意（参加賞あり）
参加費　無料
締め切り　６月25日㈮

ごんごおどり講習会
とき　７月７日㈬、14日㈬、21日

㈬、28日㈬午後７時～９時
ところ　津山総合体育館
問い合わせ先　津山市観光協会
　薊22-3310

《ごんごまつりクリーンボランティア》
とき　７日㈯～８日㈰午後６時～

10時、９日㈪午前９時～11時の
間で可能な時間

内容　会場や周辺のごみ拾いと分
別指導、花火の燃えかすの清掃

《ごんごまつり協賛ゴミステーション》
　ゴミステーションでの分別指導
に、企業や団体で参加してみませ
んか。
　参加企業・団体名が入った看板
を設置し、制服での参加もＯＫ。
場内放送でのＰＲも行うので宣伝
効果抜群!!
締め切り　６月30日㈬（申し込み

多数の場合は抽選）

問い合わせ先　津山納涼ごんごま
　つり実行委員会事務局薊32-20
　82

	 と　き	 講　座	 対象（定員）
７月23日㈮・10月
12日㈫・12月21日㈫

７月24日㈯

７月27日㈫～29日㈭

７月28日㈬～30日㈮

天体観測会
－君も未来のガリレオだ！2010－
空高く飛ばそう！
競技用ペーパーグライダー講座

レスキューロボット・ミニ

サッカーロボットを作ろう
作ろう・飛ばそう
モデルロケット

小学４年生～中学３年
生（20人）

小・中学生（40人）

小学３年生～中学３年
生（20人）
小・中学生（18人）
小学３年生～中学３年
生（15人）
※小学生は保護者同伴

作州津山宮川朝市
とき　７月11日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　農業振興課薊32-2079

加茂の朝市
とき　７月18日㈰午前８時～
ところ　加茂町インフォメーションセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会薊42-4
　402

とき　７月18日㈰①午前10時30分
～②午後１時30分～③午後４時
30分～

料金　一般＝1,400円、学生（高校・
大学）＝1,200円、小人（３歳～
中学生）＝1,000円（割引券あり）

７月のベルフォーレシアター

問い合わせ先　ベルフォーレ津山薊31-2525

映
画

文部科学省
選 定 作 品

　

「第二種電気工事士」
  受験対策講習会（実技編）

とき　７月10日㈯・18日㈰午前９時
～午後４時

対象　受験予定者　　定員　20人
申込方法　北部高等技術専門校に備

え付けの願書を直接または郵送で
提出

締め切り　６月25日㈮（必着）
※応募者多数の場合は抽選。応募状

況により内容を変更する場合あり

公開技能講座
◎介護予防教室
とき　７月６日㈫午前９時30分～午

後１時　　
定員　20人　　締め切り　６月30日㈬
◎夏休み親子ふれあい竹細工教室
とき　８月１日㈰午前９時～正午
内容 「ししおどし風の貯金箱」を製作
定員　10組
応募期間　６月21日㈪～７月23日㈮
◎夏休み親子ふれあい木工教室
とき　８月４日㈬午前９時～正午
内容　花台を製作　　定員　15組
応募期間　６月21日㈪～７月23日㈮
 （必着）
※応募方法はお問い合わせください

  公共職業訓練「医療事務科」
とき　８月３日㈫～10月29日㈮　　
ところ　タツヤビル（堺町12）
目標資格　医療事務管理士、ワープ

ロ検定３級など
対象　求職中の人　　定員　20人
選考日　７月20日㈫
申込方法　北部高等技術専門校また

はハローワーク津山（山下）に備
え付けの願書を居住地のハローワ
ークへ提出

締め切り　７月９日㈮

問い合わせ先　〒708-0841津山市
　川崎953県立北部高等技術専門校
　薊26-1125、蕭26-5294

県立
北部高等技術専門校県立
北部高等技術専門校県立
北部高等技術専門校



イベント☆募集☆お知らせば
じ

いけ ん

美
作
大
学
講
座

～
中
世
山
城
の
世
界
～

受
講
し
て
く
だ
さ
い

と
き　

７
月
17
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　

美
作
大
学

演
題　

神
楽
尾
城
～
関
連
史
料
か

ら
紡
ぐ
城
の
歴
史
～

講
師　

森
俊
弘
さ
ん
（
岡
山
地
方

史
研
究
会
会
員
）

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
・
申

し
込
み
不
要
）

参
加
費　

無
料
（
資
料
代
は
別
途

要
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

薊
32
‐
２
１
１
８

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

ご
相
談
く
だ
さ
い

と
き　

７
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

応
対
者　

弁
護
士
会
会
員
、
司
法

書
士
会
会
員

受
付　

会
場
で
先
着
順
に
受
け
付

け
問
い
合
わ
せ
先　

県
く
ら
し
安
全

安
心
課
薊
０
８
６
‐
２
２
６
‐

７
３
４
６

人
材
育
成
事
業
助
成
金
交
付

応
援
し
ま
す
！

　

産
業
振
興
に
必
要
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
行
う
自
主
的
な
研

修
活
動
に
対
し
、
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
産
業
従

事
者
、
市
内
の
産
業
に
従
事
す

る
人
ま
た
は
団
体

交
付
金
額　

必
要
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
50
万
円
）

締
め
切
り　

８
月
31
日
㈫

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
市
人
づ
く

　

り
事
業
運
営
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
支
援
課
内
）
薊
24
‐
０
７

　

４
０

第
13
回
全
日
本
地
ビ
ー
ル

フ
ェ
ス
タin

津
山

の
ど
が
鳴
る
!!

　

全
国
か
ら
え

り
す
ぐ
り
の
地

ビ
ー
ル
が
大
集

合
！ 

屋
台
も

出
店
す
る
の
で
、

家
族
や
仲
間
と

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
17
日
㈯
、
24
日
㈯
、

30
日
㈮
、
31
日
㈯
、
８
月
７
日

㈯
午
後
４
時
～
９
時
（
た
だ
し
、

７
月
30
日
は
午
後
５
時
30
分
～

９
時
30
分
）

と
こ
ろ　

中
心
商
店
街
一
帯

問
い
合
わ
せ
先　

産
業
支
援
課

　

薊
32
‐
２
０
８
０

校
名
・
学
年
・
希
望
日
・
応
募

理
由
を
記
入
し
て
郵
送

※
１
人
１
回
の
み
応
募
可
。
昨
年

体
験
し
た
人
の
応
募
は
不
可

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
電
話
連
絡

問
い
合
わ
せ
先　

〒
７
０
８
‐
８

　

５
２
０
津
山
市
新
魚
町
17
市
立

図
書
館
（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

薊
24
‐
２
９
１
９

《
加
茂
町
図
書
館
》

と
き　

７
月
30
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時

対
象　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

募
集
人
数　

３
人

応
募
期
間　

７
月
13
日
㈫
～
22
日

㈭
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
直
接
応
募

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
電
話
連
絡

問
い
合
わ
せ
先　

加
茂
町
図
書
館

　

薊
42
‐
７
０
３
２

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
（
火

災
報
知
機
設
置
）
給
付
事
業

ご
活
用
く
だ
さ
い

対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人
。
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

人
②
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保

護
世
帯
ま
た
は
前
年
度
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
③
平
成
18
年

６
月
１
日
以
降
に
新
築
し
た
家

屋
居
住
者
ま
た
は
公
営
住
宅
入

居
者
で
な
い
人
④
平
成
22
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31

日
ま
で
に
火
災
報
知
機
を
購
入

し
、
設
置
し
た
人

給
付
限
度
額　

１
世
帯
当
た
り
１

　

万
円
（
予
算
の
範
囲
内
）

※
１
世
帯
に
つ
き
火
災
報
知
機
２

台
ま
で
を
対
象

※
対
象
と
な
る
実
支
払
い
額
が
１

　

万
円
以
内
の
場
合
、
そ
の
額
が

給
付
額
に
な
り
ま
す

申
請
方
法　

高
齢
介
護
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）
薊
32

　

‐
２
０
６
６

一
日
図
書
館
員

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

《
市
立
図
書
館
》

と
き　

７
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬
午

前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

対
象　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

募
集
人
数　

各
日
６
人

応
募
期
間　

７
月
１
日
㈭
～
11
日

㈰
必
着

応
募
方
法　

①
②
の
ど
ち
ら
か

の
方
法
で
応
募
。
①
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
直
接

応
募
②
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

 

（
ふ
り
が
な
）
電
話
番
号
・
学

毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っています

25 2010.6 242010.6

ＮＨＫ放送受信料全額免除
　身体障害者手帳・療育手帳・精
神障害者保健福祉手帳を持つ人が
いる市民税非課税世帯は、ＮＨＫ
放送受信料が全額免除になります。

問い合わせ先　障害福祉課（市
　役所１階８番窓口）薊32-2
　067、蕭32-2153

地上デジタル放送
簡易チューナーの給付支援
　ＮＨＫ放送受信料の全額免除を
受けている障害のある人がいる世
帯に地上デジタル放送のチューナ
ーを無償で配布しています。
申込方法　支援申込書とＮＨＫか
ら送付されている全額免除証明
書を総務省地デジチューナー支
援実施センターに送付

※支援申込書は総務省地デジチュ
ーナー支援実施センターから取
り寄せることができます。また、
障害福祉課でも配布しています

締め切り　７月２日㈮（平成22年
　度分）

問い合わせ先　総務省地デジ
　チューナー支援実施センタ
　ー薊0570-03-3840（つな
　がらないときは薊044-969
　-5425）、蕭044-966-8719

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合、保
険料の納付が免除・猶予となる制度があります。

「保険料免除制度」
　本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下の場合、申請により、
保険料の全額または一部（４分の１、２分の１、４分の３）が免除とな
ります。

「若年者納付猶予制度」（30歳未満の人）
　本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合、申請により、保険料の
納付が猶予されます。
免除・猶予の期間は７月から翌年６月まで
　原則として毎年申請が必要ですが、全額免除または若年者納付猶予が
承認された人が、申請時に翌年度以降も申請を行うことをあらかじめ希
望された場合は、継続して申請が
あったものとして自動的に審査を
行います。
申請に必要なもの　年金手帳、印

鑑（本人の場合は不要)。失業
を理由とするときは、離職票ま
たは雇用保険受給資格者証が必
要
問い合わせ先　保険年金課（市役所１階６番窓口）薊32-2072、また
は各支所市民生活課

国民年金保険料の免除・猶予制度

跼7 19跫7 19
午前10時30分～午後３時

津山市子どもまつり津山市子どもまつり津山市子どもまつり来て みて 学んで

びっくり体験！？
来て みて 学んで

びっくり体験！？
来て みて 学んで

びっくり体験！？

さあ、待ちに待った夏休み！今年はももっち、ごんちゃんもやってくる！ 地域交流センター（アルネ・津山４階）
エンゼルホール（ソシオ一番街）

問い合わせ先　生涯学習課薊32-2118

住宅を取り壊
したときの固
定資産税は？

　　　昨年古い住宅を取り壊した
　　　のに、固定資産税が高くな
りました。なぜですか？
　　　人が居住するための建物が
　　　建築されている土地の固定
資産税は、住宅用地の特例として
固定資産税が引き下げられていま
す。そのため、建物の取り壊しに
よって特例の適用がなくなったも
のと思われます。取り壊した住宅
の敷地に引き続き住宅を建てる場
合は、住宅用地の特例が１年間延
長できることがありますので、ご
相談ください。
問い合わせ先　課税課（市役所
２階５番窓口）薊32-2016

グ
リ
�
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

グ
リ
�
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

グ
リ
�
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

グ
リ
�
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

今年は国民文化祭・おかやま 2010
ちびっこ国文祭
　国民文化祭開催分野のひとつ『写真』
にスポットを当て、マスコットのももっ
ちとともに写真撮影を楽しみます。先着
順で国民文化祭グッズの配布も予定 !　

親子で学ぼう！
食育体験コーナー
　食育に関する展示や、親子で簡単・楽しいおやつ
作りが体験できるよ。（先着順）

※都合によりイベントの内容が変更にな
　る場合があります

津山東中学校科学部による
あっと驚くおもしろ理科実験・ものづくり
　おもしろ静電気実験など、さまざまな実験を準備！
　科学の楽しさ満載です。

親子で挑戦！
ちりめんモンスターを探せ！
　ちりめんじゃこの中のヘンな生きもの探し。
何が見つかるかは、運と観察力次第？

（当日予約制）

見て楽しい！
　何ができるかな？ チャーリーのとび
っきりのバルーンショー。
　津山奇術同好会のマジックなど、楽
しさいっぱい！

ほかにも楽しいこといっぱい！

【免除・猶予と未納の違い】

※一部免除は、残りの保険料を納付しなかった場合
には未納と同じ扱いになります

	 納付	全額・　	 納付	未納
	 	 一部免除	 猶予
受給資格期間に算入	 ○	 ○	 ○	 ×

老齢基礎年金額の計算	 ○	 △	 ×	 ×
	 	 ( 一部 )

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
友
の
会

個
人
会
員
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、

市
民
協
働
の
公
園
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
公

園
内
で
ハ
ー
ブ
園
づ
く
り
や
親

子
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
・
収

穫
祭
、
凧た

こ

作
り
・
凧
あ
げ
大
会

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
費　

無
料

バ
ラ
の
手
入
れ
講
習
会

　

公
園
内
の
バ
ラ
を
実
際
に
手

入
れ
を
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

と
き　

７
月
24
日
㈯
午
前
７
時

～
９
時

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

グ
リ
ー
ン
ヒ

　

ル
ズ
津
山
友
の
会
事
務
局

　
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

薊
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グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
休
館
の
お
知
ら
せ

　

老
朽
化
し
た
機
械
設
備
や
施

設
な
ど
の
大
規
模
な
修
繕
を
行

う
た
め
、
長
期
間
休
館
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　

７
月
１
日
貅
～
平

成
23
年
３
月
31
日
貅

問
い
合
わ
せ
先　

公
園
緑
地
課

薊
32
‐
２
０
９
７



－親の役割を考えよう－

家族のこと、友だちのこと、
青少年の悩みごと、ご相談ください

　子どもの精神的成長に必要な母性と父性とは？

　子どもを育てる過程において、男女を問わず親には「母性」と
「父性」が必要とされます。「母性」とは、子どものありのまますべ

てを受け入れ、認め、絶対的な安らぎを与える力、いわば「優しさ」。
「父性」とは、社会的規律を教え、子ども自身が自らを律する心を養うこ
とを手助けする力、いわば「厳しさ」です。
　子どもは、この二つのゆりかごに揺られて成長していきます。そして
子どもにバランス良く与えることと与える順番が大切です。
　例えば、子どもをしかる場合では、まず子どもに十分な愛情（抱き締
めるといった態度や気持ち、雰囲気など）を示し「なぜ、それがいけな
いことか」などと諭すというように。

　子どもには、精神的な逃げ場所が必要です。こ
の役割を果たせるのは、無償の愛を与えることが
できる家族や周囲の大人でなければなりません。
　子どもにとって一番大切なのは「どんなときも
自分のことを愛し、守ってくれる人がいる」とい
う絶対的な信頼感と安心感です。

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
「
近
く
上
場
す
る
予
定
の
Ａ

社
の
未
公
開
株
が
値
上
が
り
確
実
な
の
で
買
わ
な
い
か
」
と
勧
誘

さ
れ
ま
し
た
。
「
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
」
と
断
り
ま
し
た
が
、

別
の
業
者
か
ら
「
Ａ
社
が
上
場
す
る
。
Ａ
社
の
株
を
買
い
た
い
の

で
持
っ
て
い
る
人
を
探
し
て
い
る
」
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
や

は
り
先
日
の
電
話
は
本
当
だ
っ
た
の
か
と
思
い
、
業
者
に
連
絡

し
、
す
ぐ
に
売
っ
て
手
放
す
つ
も
り
で
１
５
０
万
円
分
を
購
入
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
買
い
た
い
と
言
っ
て
い
た
業
者
と
ま
っ
た
く

連
絡
が
と
れ
ま
せ
ん
。
だ
ま
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

複
数
の
名
前
を
名
乗
る
業
者
が
相
次
い
で
登
場
す
る
「
劇
場
型
」

と
呼
ば
れ
る
手
口
で
、
消
費
者
か
ら
多
額
の
金
を
だ
ま
し
取
る
と
い

う
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
証
券
会
社
以
外
の
業
者
が
未
公
開
株

や
社
債
を
販
売
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
融
庁
や

消
費
者
庁
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
か
た
る
事
例
も
目
立
ち
ま
す
。
一
度
被

害
を
受
け
た
人
に
「
金
融
庁
の
指
示
を
受
け
て
、
購
入
代
金
を
取
り

返
し
て
い
る
」
と
言
い
、
手
数
料
を
だ
ま
し
取
る
な
ど
、
さ
ら
に
巧

妙
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
口
は
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
手
法

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
詐
欺
集
団
が
未
公
開
株
に
狙
い
を
移
し
て

き
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
う
の
は
高
齢
者
が
多
く
、
被
害
回
復

は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。

　

未
公
開
株
や
社
債
は
、
金
融
商
品
と
し
て
の
リ

ス
ク
が
高
い
の
で
、
知
ら
な
い
業
者
か
ら
の
突
然

の
勧
誘
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

未
公
開
株
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

未
公
開
株
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

未
公
開
株
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

津山市食育推進
キャラクター
「しょくたん」

27

「食事バランスガイド 津山市版・
つやまっ子版」ができました
「食事バランスガイド 津山市版・
つやまっ子版」ができました
　「食事バランスガイド」は1日に「何を」「どれだけ」食
べたらよいか、食事の望ましい組み合わせと量をコマの形
のイラストで分かりやすく示したものです。
　「津山市版・つやまっ子版」ではもっと身近に感じても
らえるように津山の特産物を使った料理を取り入れました。
　６月は食育月間です。食育の取り組みの一つとして、津
山の食材を使ってバランスの良い食事を作ってみませんか。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。「津山の食
材を使った料理」も見ることができます。

新鮮な津山の食材を使って、バランスの良い食事を！

▲「食事バランスガイド津山市版」は、厚生労働省と農林水産省が決定した「食事バ
ランスガイド」に基づき策定したものです。

問
い
合
わ
せ
先　

国
民
文
化
祭
推
進
室
薊
32
‐
７
０
０
１

Vol.6　茶道フェスティバル
　

今
秋
、
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
ま
で
い
よ
い
よ
１
５

０
日
を
切
り
ま
し
た
。
今
回
は
津

山
市
で
開
催
さ
れ
る
６
つ
の
事
業

の
う
ち
、
茶
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

茶
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
全
国

か
ら
津
山
市
に
集
ま
る
国
民
文
化

祭
出
演
者
や
関
係
者
、
地
元
住
民

を
含
め
参
加
す
る
皆
さ
ん
を
「
お

も
て
な
し
」
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
茶
道
紹
介
パ
ネ
ル
や
企
画
運

営
を
担
当
す
る
茶
道
裏
千
家
淡
交

会
津
山
支
部
の
活
動
報
告
パ
ネ
ル

も
展
示
し
ま
す
。

　

開
催
当
日
は
ア
ル
ネ
・
津
山
に

お
い
て
、
写
真
展
（
市
立
文
化
展

示
ホ
ー
ル
）
、
俳
句
大
会
（
ベ
ル

フ
ォ
ー
レ
津
山
）
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
茶
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
民
文
化
祭
へ
向
け

て
の
国
文
祭
応
援
事
業
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
茶
道

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

親
子
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
で

の
お
茶
席

と
き　

６
月
20
日
豸
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ル
ネ
・
津
山

朝
茶

　

初
夏
早
朝
の
お
茶
席
で
す
。

と
き　

７
月
11
日
豸
午
前
５
時
30

分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

衆
楽
園

観
月
茶
会

　

名
月
を
楽
し
み
な
が
ら
の
お
茶

席
で
す
。

と
き　

９
月
20
日
豢
午
後
３
時
〜

７
時

と
こ
ろ　

衆
楽
園

　と　き　11月６日貍午前10時～午後４時
　ところ　地域交流センター（アルネ・津山４階）
　茶　券　１席300円
　　　　　茶席とともに呈茶（いすにかけていただく

お茶席）を行います。服装は気に掛けず、
普段着のままお越しください。

▲津山さくらまつりでの
　お茶席の様子

気
軽
に
お
茶
の
世
界
を

体
験
し
て
ね

国民文化祭『茶道フェスティバル』国民文化祭『茶道フェスティバル』国民文化祭『茶道フェスティバル』
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